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と ⑳⑨③ 

と本，8,ｉ三三二臺菫第雲ころ会）

R菫，鬘，三書,ｌｉ１ｌ含冤言。皇

1６７ 

国
際
人
権
規
約
が
発
効
し
て
一
年
の
こ
の
曰
に
、
全
国
に
先
が
け
て
府
民

会
議
の
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
、
い
う
ま
で
も
な

く
第
二
次
大
戦
の
反
省
の
中
で
一
九
四
八
年
に
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
口
が
出
さ
れ
、

こ
れ
に
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
た
も
の
と
し
て
、
’
九
六
六
年
に
国
際
人
権

規
約
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
国
際
人
権
規
約
は
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
精
神

と
合
致
し
て
お
り
、
政
府
に
す
み
や
か
な
批
准
を
望
む
。

今
年
は
日
本
国
憲
法
制
定
一
一
一
○
年
、
婦
人
の
国
内
行
動
計
画
の
制
定
と
い

う
こ
と
で
人
権
擁
護
に
と
っ
て
重
要
な
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
に

国
際
人
権
規
約
批
准
促
進
大
阪
府
民
会
議
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
意

義
深
い
。
国
際
人
権
規
約
は
世
界
人
権
宣
言
に
法
的
拘
束
力
を
も
っ
た
も
の

と
し
て
、
人
権
擁
護
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
だ
。
大
阪
府
と
し

て
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
国
に
対
し
て
早
期
批
准
を
要
請
し
て
き
た
が
、

今
回
こ
の
会
の
結
成
に
意
を
強
く
す
る
と
と
も
に
敬
意
を
表
す
る
。

あ
る
が
、
実
際
は
様
々
な
形
で
こ
れ
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
奪
わ
れ
て
い

る
も
の
を
奪
い
返
す
の
が
人
権
確
立
の
闘
い
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
い
ま
だ

国
際
人
権
規
約
を
批
准
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
が
諸
々
の
人
権
を
奪

っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
人
間
が
人
間
と
し
て
持
っ
て
い
る

権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
批
准
運
動
を
ま
き
お
こ
し
て
い
こ
う
。

こ
と
で
、
結
局
批
准
は
ず
る
ず
る
と
ひ
き
の
ば
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

卒
直
な
現
状
で
す
。

⑥
そ
こ
で
、
こ
の
現
状
を
打
開
し
、
さ
ぼ
る
政
府
に
批
准
を
さ
せ
る
た
め

に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
大
国
民
運
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
大
阪
か
ら
で
も
、
そ
う
し
た
動
き
を
つ
く
り
出
そ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

⑦
第
一
回
の
打
合
せ
会
は
一
月
一
八
日
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
八
名
の
よ

び
か
け
人
（
代
理
含
む
）
が
集
ま
り
、
会
の
名
称
、
よ
び
か
け
人
の
拡
大
、

結
成
の
メ
ド
等
を
定
め
、
’
一
月
一
一
一
日
に
第
一
一
回
の
打
ち
合
せ
会
を
も
つ

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

③
二
月
五
日
冊
子
「
国
際
人
権
規
約
批
准
促
進
運
動
の
発
展
の
た
め
に
」

⑨
第
二
回
の
打
合
せ
会
は
一
一
月
一
一
一
日
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
九
名
の
よ

び
か
け
人
が
集
ま
り
、
運
営
要
項
（
案
）
の
決
定
、
結
成
大
会
の
大
筋
を

定
め
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

⑳
こ
の
他
、
二
月
二
五
日
に
井
上
一
成
議
員
が
、
一
一
｜
月
一
九
日
に
は
上
田

卓
三
議
員
が
衆
議
員
で
追
及
し
て
い
ま
す
し
、
大
阪
市
も
「
市
政
だ
よ
り
」

｜
｜
｜
月
号
で
国
際
人
権
規
約
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
会
は
実
Ｅ
幅
広
い
層
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
と
ら
わ
れ
ず
国
民
全
体
の
共
感
を
得
ら
れ
る
運
動
に
し
た
い
。
こ
の
観
点

か
ら
以
下
の
運
営
要
項
が
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。

四
名
称
及
び
事
務
所

⑤
来
賓
あ
い
さ
つ
②
〔
大
島
靖
献
読
阪
石
肺
助
振
〕

ｕ
来
賓
あ
い
さ
つ
①
〔
黒
田
了
一
献
読
阪
議
誹
篝

運
営
要
項
提
案
（
宮
田
茂
ｌ
大
阪
同
盟
調
査
部
長
）

井
上
一
成
（
衆
議
員
議
員
）
、
佐
々
木
静
子
（
参
議
員
議
員
）
、
佐
々
木
砂

夫
（
大
阪
府
議
会
議
長
）
、
吉
川
悦
二
（
大
阪
府
町
村
長
会
長
）
、
立
石
義
夫

（
大
阪
府
町
村
議
長
会
長
）
、
木
崎
正
高
（
大
阪
府
市
長
会
会
長
）
、
松
村
和

夫
（
大
阪
府
下
市
議
会
議
長
会
会
長
）
、
古
道
勇
（
貝
塚
市
長
）
、
鈴
木
祥
蔵

（
関
大
教
授
）
。

①
昨
年
一
月
一
一
一
日
に
Ａ
規
約
が
、
一
一
一
月
一
一
三
日
に
は
Ｂ
規
約
と
Ｂ
規
約
に

関
す
る
選
択
議
定
書
が
発
効
し
ま
し
た
。

②
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
中
で
、
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
や
一
部
の
団
体
が
、

こ
の
意
義
を
と
り
あ
げ
て
若
干
の
運
動
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

③
例
え
ば
、
部
落
解
放
同
盟
は
全
国
大
会
で
こ
の
問
題
を
重
視
し
て
い
ま

す
し
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
も
パ
ン
フ
を
発
行
し
た
り
討
論
会
を
開
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
曰
弁
連
や
人
権
擁
護
委
員
で
も
一
定
の
論
議
が
お
こ
な

わ
れ
、
決
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
護
憲
連
合
で
も
学
習
会
な
ど

が
も
た
れ
て
き
て
い
ま
す
。

④
更
に
、
政
府
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
和
田
貞
夫
前
衆
議
員
議
員
が
、
昨

年
の
五
月
一
七
日
の
内
閣
一
委
員
会
で
、
時
の
宮
沢
外
務
大
臣
に
批
准
を
迫

っ
て
い
ま
す
し
、
部
落
解
放
同
盟
も
数
回
に
わ
た
っ
て
交
渉
を
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。

⑤
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
回
答
は
「
総
論
賛
成
・
各
論
反
対
」
と
い
う

本
会
の
名
称
は
「
国
際
人
権
規
約
批
准
促
進
大
阪
府
民
会
議
」
と
い
い

事
務
所
を
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
内
に
お
く
。

②
目

的

本
会
は
、
国
際
人
権
規
約
を
一
日
も
早
く
日
本
政
府
に
批
准
さ
せ
る
と

と
も
に
、
府
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
の
構
成

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
、
在
阪
の
個
人
又
は
団
体
に
よ
っ
て
構
成
す

る
。

側
機

関

本
会
は
、
「
全
体
会
」
と
「
幹
事
会
」
を
お
き
、
基
本
的
な
方
向
は
「
全

体
会
」
で
定
め
、
具
体
的
な
と
り
く
み
は
、
幹
事
会
で
協
議
し
て
定
め
る
。

（
な
お
、
議
決
は
原
則
と
し
て
全
会
一
致
を
も
っ
て
お
こ
な
う
も
の
と
す

る
。
）全
体
会
は
、
加
盟
団
体
代
表
と
学
者
、
文
化
人
、
学
識
経
験
者
等
の
個

人
で
も
っ
て
構
成
し
、
幹
事
会
は
、
加
盟
団
体
の
代
表
で
も
っ
て
構
成
す

る
。

⑤
役

己
員

筆
頭
代
表
委
員
一
名

代
表
一
委
員
若
干
名

幹
事
長
一
名

幹
事
加
盟
団
体
代
表

代
表
委
員
は
本
会
を
代
表
し
、
幹
事
長
は
事
務
局
を
う
け
も
つ
。
更
に

専
門
家
の
協
力
員
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。

⑥
会

計

本
会
の
会
計
は
、
寄
付
金
及
び
そ
の
つ
ど
必
要
に
応
じ
て
徴
収
す
る
会

費
、
そ
の
他
の
資
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

⑥
祝
電
披
露

、
薑
報
告
〔
山
中
多
美
男
卿
落
梛
錯
嶬
蠣
薙
〕
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①
周
知
の
よ
う
に
昨
年
の
一
月
一
一
一
日
に
Ａ
規
約
（
社
会
権
）
が
二
一
一
月
二

三
日
に
は
Ｂ
規
約
（
自
由
権
）
と
議
定
書
が
発
効
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
弁

連
の
人
権
部
会
、
自
由
人
権
協
会
や
若
干
の
婦
人
団
体
が
、
こ
の
批
准
を

政
府
に
要
請
し
て
き
て
い
る
が
、
府
民
会
議
と
い
う
形
で
は
こ
の
会
が
始

め
て
と
思
う
。

②
現
在
加
盟
国
は
、
Ａ
規
約
に
つ
い
て
は
四
二
ケ
国
、
Ｂ
規
約
に
つ
い
て

は
四
○
ケ
国
、
そ
し
て
議
定
書
に
つ
い
て
は
一
五
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。

③
今
日
、
人
類
は
国
家
と
い
う
ワ
ク
を
こ
え
た
地
球
と
い
う
運
命
共
同
体

の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
は
衣
、
食
と
い
う
最
も
基
本
的
な
事
柄

に
お
い
て
も
、
原
料
・
資
源
と
い
う
面
で
も
大
き
く
相
互
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
も
今
や
人
類
は
、
核
、
公
害
、
人
口
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。

④
さ
て
国
際
人
権
規
約
が
で
き
る
ま
で
の
経
過
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦

は
数
千
万
人
の
人
命
を
奪
っ
た
。
こ
う
し
た
悲
惨
な
戦
争
を
防
止
す
る
た

め
に
人
権
擁
護
の
必
要
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
は
四
つ
の
自
由
（
言
論
、
宗
教
、
欠
乏
、
恐
怖
か
ら
の
自
由
）

、
本
会
は
目
的
達
成
の
た
め
以
下
の
行
動
を
行
う
。

①
研
究
活
動

②
啓
発
、
宣
伝
行
動

③
各
方
面
へ
の
要
請
行
動
④
署
名
、
集
会
等
の
行
動

⑤
中
央
政
府
に
対
す
る
要
請
行
動

⑧
な
お
、
本
会
は
、
他
の
都
道
府
県
に
お
い
て
も
同
様
の
会
が
も
た
れ
る

よ
う
努
力
す
る
。

③
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
精
神
か
ら
も
、
ま
た
国
運
に
加
盟
し

た
際
、
世
界
人
権
宣
言
を
厳
守
す
る
と
し
た
宣
誓
か
ら
し
て
も
、
｜
刻
も

早
い
批
准
が
望
ま
れ
る
。
日
本
は
今
や
、
世
界
で
有
数
の
経
済
大
国
と
な

っ
た
が
、
諸
外
国
に
対
す
る
依
存
度
は
極
め
て
高
く
、
日
・
本
の
将
来
を
考

え
て
も
こ
の
国
際
人
権
規
約
を
無
視
し
え
な
い
。

⑨
こ
う
し
て
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
国
際
人
権
規
約
に
対
す
る
関
心
が
弱

く
各
政
党
と
も
あ
ま
り
と
り
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
、
そ
の
中
で
本

会
議
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
心
強
い
も
の
を
感
じ
る
。

当
面
の
行
動

①
加
盟
の
拡
大

②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

③
要
請
行
動

①
府
・
市
・
市
町
会

＠
名
大
学

ｏ
各
政
党

ｅ
マ
ス
コ
ミ
・
そ
の
他

④
申
し
入
れ
、
交
渉

①
法
務
局

⑥
外
務
省
、
法
務
局

⑤
五
月
三
日
憲
法
記
念
集
会

⑥
そ
の
他

①
研
究
活
動
、
例
え
ば
各
分
野
か
ら
見
た
国
際
人
権
規
約
の
意
義
等

将
来
の
行
動

①
署
名
獲
得

②
各
方
面
で
の
決
議
獲
得

⑨
特
別
講
演
（
宮
崎
繁
樹
Ｉ
明
大
教
授
）

(1０ 

当
面
の
行
動
提
起
（
村
越
末
男
ｌ
部
落
解
放
研
究
所
事
務
局
長
）

を
提
案
し
、
’
九
四
五
年
に
国
連
憲
章
が
出
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
は
、

世
界
人
権
宣
一
一
一
一
巨
が
採
択
さ
れ
、
一
九
六
六
年
に
は
世
界
人
権
宣
言
に
法
的

拘
束
力
を
持
た
せ
た
も
の
と
し
て
、
国
際
人
権
規
約
が
採
択
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

⑤
国
際
人
権
規
約
の
内
容
は
次
の
三
つ
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
｜
つ
は

「
社
会
的
基
本
権
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
教
育
を
う
け
る
権
利
、
社
会
保

障
を
う
け
る
権
利
、
労
働
に
関
す
る
権
利
等
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
「
自
由
権
的
基
本
権
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
言
論
・
出
版
・
思

想
・
信
条
の
自
由
、
裁
判
を
う
け
る
権
利
等
を
定
め
て
い
る
。
更
に
も
う

一
つ
は
「
自
由
権
的
基
本
権
」
に
関
す
る
議
定
書
で
、
個
人
又
は
団
体
で

も
国
連
の
人
権
審
査
委
員
会
に
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ろ
。

⑥
な
お
、
実
施
に
つ
い
て
は
、
社
会
権
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
実
施
す

れ
ば
よ
い
が
、
毎
年
国
連
に
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
由
権
に

つ
い
て
は
、
批
准
す
れ
ば
即
時
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
違
反
が
あ
れ

ば
人
権
審
査
委
員
会
に
訴
え
ら
れ
る
。

⑦
以
上
、
国
際
人
権
規
約
は
広
範
か
つ
具
体
的
に
、
国
際
的
に
人
権
を
定

め
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
こ
れ
を
批
准
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ

れ
は
、
社
会
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
教
育
保
障
や
社
会
保
障
の
諸
制
度
が

在
日
朝
鮮
人
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
自

由
権
に
つ
い
て
も
、
居
住
・
移
転
の
自
由
（
’
二
条
）
、
逮
捕
拘
禁
の
要
件

（
九
条
）
等
が
出
入
国
管
理
令
と
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
、
第
一
五
条
の

二
に
あ
る
戦
犯
等
に
対
し
て
は
時
効
を
適
用
し
な
い
項
、
ま
た
二
○
条
に

あ
る
戦
争
や
差
別
煽
動
を
法
的
に
禁
止
す
る
条
項
が
国
内
法
と
抵
触
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑤④③ 

筆
頭
代
表
委
員

元
日
弁
連
会
長

代
表
委
員

護
憲
連
合
大
阪
地
方
本
部
議
長

大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長

電
機
労
連
委
員
長

大
阪
総
評
議
長

大
阪
同
盟
会
長

詩
人

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日
本
支
部
副
遅
事
長

国
際
法
学
者

国
際
婦
人
年
大
阪
連
絡
会

〃〃

外
国
人
の
人
権
守
る
会

部
落
解
放
研
究
所
理
事
長

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
委
員
長

幹
事
長

部
落
解
放
研
究
所
事
務
局
長

⑪
人
事
提
案
〔
高
井
亀
一
伽
灘
擁
繍
應
韻
鎚
飴
会
会
長
〕

講
演
会
や
各
種
集
会

人
権
週
間
の
と
り
く
み

政
府
（
外
務
省
、
法
務
省
）
交
渉

和
島
岩
吉

上原妹西藤宮石川小片中高高田

久

田田尾本田地本保野岡江畑井万

村
越
末
男

清
臣

亀
－

敬
一

平
次
郎馨

十
三
郎

公
夫

泰
雄

栄
子

寿

そ
と
の

活
夫

伴
彦

卓
三
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今
日
、
「
国
際
人
権
規
約
」
発
効
一
周
年
の
日
を
記
念
し
、
大
阪
府
民
の

声
を
結
集
し
、
内
外
に
「
国
際
人
権
規
約
」
批
准
要
求
、
基
本
的
人
権
確
立

の
運
動
を
拡
め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
一
一
一
月
一
一
一
一
一
日

国
際
人
権
規
約
批
准
促
進
大
阪
府
民
会
議
結
成
大
会

日
本
国
憲
法
よ
り
も
、
よ
り
広
く
、
よ
り
具
体
的
に
権
利
を
定
め
て
い
る

国
際
権
規
約
を
、
必
ず
や
日
本
政
府
に
批
准
さ
せ
、
｜
切
の
差
別
を
な
く
そ

う
。
そ
の
為
に
も
、
し
っ
か
り
と
団
結
を
固
め
て
い
こ
う
。

本
日
こ
こ
に
、
政
党
政
派
を
の
り
こ
え
て
、
多
数
の
出
席
の
も
と
に
本
会

の
結
成
に
成
功
し
た
こ
と
を
と
も
に
よ
ろ
こ
び
た
い
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、

そ
の
就
任
に
あ
た
り
、
合
衆
国
憲
法
に
の
っ
と
っ
て
政
治
を
お
こ
な
う
こ
と

を
宣
誓
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
歴
代
の
首
相
は
し
だ
い
に
憲
法
を
い
わ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ
、
日
本
が
い
ま
だ
に
、
国
際
人
権

規
約
を
批
准
し
な
い
こ
と
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
党

も
こ
れ
に
つ
い
て
は
無
関
心
で
あ
り
、
上
田
・
井
上
両
議
員
に
特
に
期
待
し

た
い
。

と
こ
ろ
で
、
と
り
あ
え
ず
批
准
促
進
会
議
が
大
阪
で
結
成
さ
れ
た
が
、
弁

護
士
界
で
も
大
阪
は
ず
っ
と
人
権
擁
護
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
。

日
本
の
現
状
を
見
る
と
き
、
金
大
中
事
件
に
し
て
も
、
ま
た
加
藤
老
人
の

問
題
に
し
て
も
本
当
に
人
権
は
守
ら
れ
て
い
な
い
実
情
が
あ
る
。
こ
の
府
民

会
議
の
結
成
を
踏
ま
え
、
と
も
に
こ
う
し
た
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が
守
ら

れ
る
よ
う
に
連
造
し
よ
う
。

本
日
の
結
成
大
会
の
成
功
を
ふ
ま
え
、
広
く
大
阪
府
民
の
世
論
を
高
め
る

と
も
に
、
大
阪
か
ら
全
国
へ
こ
の
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

⑭
議
長
降
団
あ
い
さ
つ
〔
中
江
平

幹
事
（
加
盟
団
体
代
表
）

大
阪
総
評
、
大
阪
同
盟
、
電
機
労
連
、
護
憲
連
合
大
阪
地
方
本
部
、
国

際
婦
人
年
大
阪
連
絡
会
、
外
国
人
の
人
権
守
る
会
、
部
落
解
放
研
究
所
、

部
落
解
放
同
輩
大
阪
府
連
合
会
（
順
不
同
）

（
以
上
当
面
の
行
動
提
起
、
人
事
提
案
は
い
ず
れ
も
採
択
）

側
大
会
宣
一
一
一
一
□
（
勝
間
さ
ん
ｌ
国
際
婦
人
年
大
阪
連
絡
会
）

⑫
役
員
紹
介
と
代
表
あ
い
さ
つ
（
和
島
岩
吉
ｌ
元
日
弁
連
会
長
）

（
料
①
）
個
人
加
盟
一
覧
（
｜
｜
｜
月
一
九
日
現
在
）

佐
藤
一
男
（
金
蘭
会
短
大
学
長
）

藤
井
健
造
（
大
手
前
女
子
短
大
学
長
）

天
野
利
武
（
追
手
門
学
院
大
学
長
）

勝
部

元
（
桃
山
学
院
大
学
長
）

佐
藤

洋
（
”
教
授
）

高
田
克
巳
（
関
西
女
子
美
術
短
大
学
長
）

槙
場
弘
映
（
四
天
王
寺
女
子
大
教
授
）

閉
会
あ
い
さ
つ
〔
高
畑
敬
一
傭
誇
孵
蕊
欝
壱
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す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
尊
厳
を
認
め
あ
い
、
そ
の
自
由
と
平
等
を
確
認
す

る
こ
と
は
、
人
類
の
創
造
し
た
最
上
の
文
化
で
あ
る
基
本
的
人
権
の
理
念
で

あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
我
が
「
日
本
国
憲
法
の
原
理
」
で
も
あ
る
。
か
か
る
人

権
の
思
想
は
「
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
三
と
な
り
、
昨
年
一
一
一
月
一
一
一
一
一
日
の
「
国
際
人

権
規
約
」
の
発
効
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
世
界
三
七
ケ
国
の
政
府
は
、
条
約
と
し
て
の
「
国
際
人
権
規
約
」
を

批
准
し
、
す
べ
て
の
国
民
と
在
留
外
国
人
に
た
い
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
決
意
を
世
界
に
表
明
し
て
い
る
。
し
か
る
に
一
九
六
六
年
国
際
人
権
規

約
の
採
択
に
お
い
て
全
面
的
に
賛
成
の
意
を
表
し
た
日
本
国
政
府
は
十
年
に

余
る
歳
月
を
空
費
し
、
検
討
中
と
誰
弁
を
弄
し
、
そ
の
批
准
を
さ
ぼ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
日
政
府
は
世
界
史
の
流
れ
に
逆
行
し
、
文
化
創
造

へ
の
妨
害
者
と
な
ら
ん
と
し
て
い
る
。
内
外
人
平
等
の
「
国
際
人
権
規
約
」

の
精
神
に
反
し
、
在
留
外
国
人
と
く
に
朝
鮮
人
民
に
た
い
し
人
権
侵
害
の
圧

迫
を
す
ら
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
部
落
地
名
総
鑑
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
部
落
差
別
迫
害
の
現
実
を
放

置
し
、
差
別
者
に
そ
の
資
料
を
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
国
憲

法
の
基
本
的
人
権
擁
護
の
原
則
を
後
退
さ
せ
、
人
権
の
制
限
を
す
ら
□
に
す

る
の
で
あ
る
。
か
か
る
反
動
的
正
体
が
、
「
日
本
国
憲
法
」
よ
り
は
る
か
に

具
体
的
に
国
際
的
に
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
「
国
際
人
権
規
約
」
の
批
准

を
さ
ぼ
る
原
因
な
の
で
あ
る
。

我
々
は
声
を
大
に
し
、
国
民
の
力
に
よ
っ
て
政
府
に
「
国
際
人
権
規
約
」

の
批
准
を
迫
り
内
外
に
平
和
と
民
主
々
義
の
誓
い
を
明
確
に
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
文
化
国
家
と
し
て
の
日
本
を
建
設
す
る
道
で
あ
り
、
日

本
国
憲
法
の
原
理
を
実
現
す
る
道
な
の
で
あ
る
。

猪住西上領小猪三原古藤中金山南在亀塩森盛
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嘉
徳
（
大
阪
教
育
大
学
教
授
）

晃
卿
（
大
阪
市
大
学
長
）

利
頁
（
大
阪
青
山
短
大
）

得
二
（
弁
護
士
）

秀
和
（
”
）

逸
郎
（
〃
）

益
朗
（
〃
）

武
祠
（
〃
）

龍
太
郎
（
“
）

剛
（
”
）

か
ほ
る
（
婦
人
団
体
）

洋
子
（
〃
）

繁
子
（
〃
）

敦
子
（
”
）

茂
（
部
落
解
放
研
究
所
）

稜
（

〃
） 

利
久
（

〃
） 

一
己
元
一
一
（

〃
） 

利
雄
（
住
吉
隣
保
館
理
事
長
）

義
継
（
大
阪
聖
和
教
会
）






